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日の大統領選挙以来、民主化運動が大きく盛り上がったものの、二〇一〇年春以降、現在まで運動は表面的に鎮静化している（ ﹃アジ研ワールド・トレンド﹄一六九号および一八二号の特集記事を参照） 。だが二 一 を通じたア








































僚の交代劇は、まず一二月一四日に外務省畑でラーリージャーニー国会議長に近い立場のマヌーチェフル・モッタキー外相がアフリカ訪問中に罷免され、アリー・アクバル・サーレヒー前イラン原子力機構総裁が外相に就任。その後二〇一一年二月には自動車事故や航空機事故の続発の責任 よりハミード・ベフ ハーニ 運輸相の更迭をイラン国会が決議し、アリー・ニ クザード都市開発相が運輸相を併任することになった。　
さらに大きな動きとして五月一
四日にはアフマディネジャ 大統領がマスード・ミールカーゼミー石油相、サーデク マフスーリー社会福祉相、アリー・アクバル・メフラービヤーン鉱工業相の三閣僚を解任、 ついてはアフマディネジャ ドの腹心で前イランオリンピック委員長のモハンマド・アリーアーバーディーが一旦着任したものの国会の承認を得られず、革命防衛隊系のハ タモル・アンビヤー建設企業体の長官だったロスタム・ガーセミーが七月二七日に就任している。
　
また六月には都市開発省と運輸
省が統合されて運輸・住宅省となり、両省大臣を併任していたアリー・ニークザードがそのまま新大臣に就任した。さらに六月二九日に協同組合 、社会福祉省および労働省の三省が統合して組合・労働・福祉省とな 担当大臣には前 相のアブドルレザー・シェイフォルエスラーミ が就任。また同日鉱工業 と商業省が統合して鉱工業・商業省となり、大臣には前商業相のメフディ ・ガザンファリーが就任した。　
以上の統合に伴なってサーデ


























る大統領選挙に関連して次の大統領選挙を実施しない可能性を示唆したことによる。イランの大統領制は一九八九年の憲法改正によって取り入れられたが、ハーメネイーの発言はそ 以前 首相制戻すことを意味しており、二〇〇九年の選挙時のような体制を揺がす混乱を避け、アフマディネジャードの後継候補ではなくハーメネイーに忠実なラ リージャーニーのような人物を首班に就けるための布石とも考えられる。　
さらに政権中枢におけるアフマ



























































態はさらに緊張の度を増しており、米国がネット上に「サイバー大使館」を開設してクリントン国務長官のイラン国民へのメッセージをアップしたのに対 イラ当局側は即座に 内で 閲覧をブロックした。他方でイラン当局は一二月四日にイラン・アフガニスタン国境付近で米軍の無人偵察機ＲＱ― 七〇 （ロッキード ・マーチン社製） 捕獲したと発表、米国側は軍事情報や技術の流出敏感になっている。 イランと米国 ・イスラエルの緊張関係はサイバー上での熾烈な「鞘当て」の段階に至っているよう も見える。　
米国では二〇一二年に大統領選
挙を控えており、現在のオバマ大統領はイランとの軍事的 衝突極力避けたい意向であ ことが明白である。だが現在共和党の支持率トップとされる保守派のニュート・ギングリッチ元下院議長をはじめ、共和党候補者の多くは極端な対イラン強硬路線を主張しており、今後は米国内でイスラエルとの軍事的な連携論までも視野に入
れた論戦が活発化することは必至であろう。【注】⑴
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⑵
 もっとも秋以降は、シリアの国内情勢が益々混迷の度を深めているのに対応してアフマディネジャード大統領へのシリ への言及のトーンが変化してきている。
⑶
 二〇一一年二月四日の金曜礼拝でのハーメネイー最高指導者の発言。
⑷
 二〇一一年の二月末にエジプト新政権はイラン海軍の軍艦の地中海方面への通過を一九九七年のイラン革命以来初めて認め、 ランとの外交的接近を印象づけた。
⑸
 同開発計画は二〇〇五年に始まった二〇ヶ年総合計画の一環として位置づけられている。
⑹
 同開発計画では二一省を統合して一七省とすることが謳われている。
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